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2006 年  11 月  14 日  

熊野の旅 浜街道・羽市木  

 

写真は獅子岩から七里御浜の方を眺めたものです。 
 弓なりに続く海岸が七里御浜で新宮までの間２０Km ほどあります。 
 この七里御浜沿いに国道４２号線は走っています。ほぼ、昔からの御浜街道、熊野

古道の伊勢道・浜街道と同じルートを通っています。こんな地形ですから、ルートの

大きな変更などありえないからです。 
 ルート変更があまり無いので逆に原型が保ちにくい面もあります。 
 古い本当の熊野詣時代の街道などはまったくこうした平地では残っていません。明

治、大正と道路が整備された頃の古い道筋も民家の密集するところだけが残されてい

るだけです。 

 
 熊野古道歩きの人はこの写真の真中を通る堤防の上を歩いて花の窟（はなのいわ



や｝向かうのがほとんどです。しかし、ここからすぐに右に入る道があります。 
 この町並みが『羽市木』（はいちぎ）です。獅子岩と花の窟の山が海に突き出した

ところの間に挟まった小さなくぼみにはまり込んだ集落です。国道が海側に出てバイ

パスするようになって、この町並みは静かになりました。 

 
 平屋建ての民家の並ぶ古い町並みですが、やはり少しずつ改築されているようです。

典型的な田舎の道路脇の町並みだったのです。 
 ここにはかつて気の利いた洋館建てがあり、お医者さんをしていた時代も会ったの

です。もちろん今はありません。 

 
 閉められた民家や古い看板を打ちつけた木造の建物などがまだ残っています。 
 すっかり裏通りですが、花の窟からの片道をこちらに入って歩かれるもの良いので

はないでしょうか。 

 

Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ      by je2luz | 2006-11-14 12:23 



2006 年  11 月  15 日  

熊野の旅 浜街道・有馬  

 羽市木を過ぎると花の窟になります。国道４２号線はまっすぐ新宮に向かいますが、

花の窟神社の入り口は「ちょいと右に曲がったところにあります。本来はこの道が国

道でした。 
 ここは不自然に道路が右に曲が、すぐに左に曲がり直して元の進行方向に向かうと

ころです。その、不自然な部分を廃止したのが今の国道です。 
 旧国道沿いは有馬の中心をなす町並みが並んでいます。 

 

 すぐそばに木本と言う商業の町があったので、商店街にはなりませんでしたが、お

店が転々と存在する町並みを構成していたものです。 
 中心的な木本の商店が駄目になるほどの過疎と老齢化が進み。さらに全国どこでも

あるように、大型店舗の進出が重なったのでは、このような町の商店はなおさらしん

どいです。 
 そうして大型店舗はこのほんの近くの国道沿いに出来ています。 

 
 このまっすぐな有馬の町は国道が海側に出て行ったおかげで今では静かな住宅街

になっていて住み良いはずなのですがだんだん歯抜けになっているようです。 
 浜までは約１００ｍくらいでしょうか。浜に向かう主な道の先には浜への出口が用

意されています。その道を遮断するように国道４２号線が走っています。通行量は多

くないのですが、ほぼ直線区間が続くため油断からか重大事故も発生しています。 
 一見すると、国道沿いには民家があまり並んでいないので、ドライバーの注意がお

ろそかになるのかもしれません。こちらにお見えになったときは、田舎道でも人が横



断することに十分気を配って走行してください。 
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2006 年  11 月  16 日  

熊野の旅 老舗の産院  

 熊野市は今は一ヶ月に一桁の数しか子供が生まれませんが、かつてはたくさんの子

供が生まれていたのです。 
 私の生まれた時代は産婆さんが活躍していた頃です。 
近代化が進んで産婦人科の医院で生まれるようになると、熊野にも産院が出来まし

た。 
 その老舗がこの産婦人科医院です。 
 元々が医者一族の名門でかつてはこの周辺で内科・外科・産婦人科と一族で揃って

いたものです。 

 
 熊野市の産院で生まれた人の数ではこの産院が一番多いかもしれません。今、熊野

市の外に出て活躍している世代の人には特に多いでしょうね。 
 全国ニュースにもなった尾鷲市民病院の産婦人科医師不在問題も、かつては考えら

れないことでした。熊野でも二軒の産婦人科の開業医がおられるくらいで、全国一寸

した町には内科と産婦人科はあったものです。 
 病気ではないが、いつも死亡という危険をはらみ、損害賠償訴訟の対象になる危険

がある『産科』を廃業したり、若手は目指さなくなったのでこんな問題が各地で起き

てきたのでしょうね。 
 ここの先生は病院の前のお屋敷で芍薬を栽培して、芍薬散を自家製で作って産後に

飲ましたりしたものです。勿論診療報酬外で先生の善意でやられていたようです。い

かにも土着のお医者さんらしいことです。 
 ９月１１日からの一ヶ月で生まれた子供が８人…将来にかけて減るかと言っても

増えることは無し…これでは産科の医院が存続するには厳しすぎます。  
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2006 年  11 月  17 日  

熊野の旅 紀勢線有井駅   

 紀勢線で熊野市駅から新宮に向かうと 2 本のトンネルを抜けて無人駅の『有井駅』

に到着します。 

 
 ここの地名は『有馬』ですが、昔、ここが村だったとき、この有馬地区と山を隔て

た井戸地区が一つになり『有井村』を作っていました。その頃に出来た駅なので『有



井駅』となっています。 
 駅名は共通の『有井』を名乗ってはいますが、井戸地区の人にとっては全く利用で

きない駅でした。 
 井戸地区にも駅があります。もっと大きな駅です。昔から急行も止まる重要な駅で

す。 
 それなのに鉄道マニアでもその駅は分かりません。 
 この井戸にある駅が『旧・紀伊木本駅』です。今は『熊野市駅』となっていますが、

かつては紀勢西線の終点になっているこの駅は、隣接するこの周辺の木本町の名前を

かぶせたのです。当時は合併前ですから、全く行政区域が違っていたのですが、駅名

は乗っ取られたのです。だから、有井村の駅は有馬にある駅ということで『有井駅』

になっちゃったのでしょうね。 
 今ではこの駅は近くにある近畿大学の工業高等専門学校の生徒さんの通学駅とし

ての利用や子供達が新宮などに遊びに行く足としての利用がほとんどです。大人の乗

降客は少ないですね。 

 
 ここの駅舎も無人化後に建て替えられた箱のようなものになってしまいました。昔

は木造の感じの良いものだったのですかね・・・駅前にはクリーニング屋まであって

… 
 この小さな駅舎を抜けると有井村の中心だった訳です。駅前にでんと構えるのが

『有馬小学校』です。 
 とかく『有井』と『有馬』の使い分けはややこしいです。 
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2006 年  11 月  18 日  

熊野の旅 熊野市立有馬小学校 1  

 紀勢線有井駅の前に熊野市立有馬小学校があります。 
 熊野市では大きい方の学校です。 

 
 これが有馬小学校の正面になります。 
 東北向きになりあまり明るいイメージが無いのですが、玄関がこちらを向いた分、

教室や校庭は日当たりの良い明るいものになっています。一般住宅でも、役に立たな

い玄関が一番良い所にあり、居住空間に日が差しにくいなんてありますが、敷地の都

合とは言えこの学校は児童向きです。 



 
 南に開けた校舎と運動場にはたっぷり日が差します。 
 この運動場も今の生徒数なら充分の広さでしょうが、いわゆる『団塊の世代』と言

われる戦後のベビーーブームから続いた子供の多い時代は手狭だったと思います。 
 ここの校区になる有馬町には戦後になり桃やミカンの畑が宅地化され手狭な木本

や不便な山間部、海岸線の師弟が家を建て移り住んできたので、熊野市の人口は増え

なくてもこの学校の児童が増えた頃もあります。 
 こんな田舎にも。ドーナッツ現象のようなものが起きていたのです。 

 
 この講堂が老朽化してきたのと同様に、その当時の新興住宅地の『芝園』も老齢化

が進みました。この現象は全国いたるところで起きているのでしょうね。 
撮影機材は C-クルタゴン 35mm2.8    by je2luz | 2006-11-18 11:50 

 

 

 

 



2006 年  11 月  19 日  

熊野の旅 熊野市立有馬小学校 2 センゲの森  

 有馬小学校の校庭には不自然な所に小さな森があります。 
 校舎を出るとすぐそこは木がうっそうと茂った場所があります。 

 
 この一角を『センゲの森』と呼びます。この『センゲ』は『浅間』です。 
 そうです、『浅間神社』の浅間です。それがなまって『センゲ』になったようです。 
 江戸時代に富士登山をした有馬の人が痛く感心し、その感激から、ここに『浅間神

社』を祭ったのだそうです。そこがセンゲの森になったのです。 
 明治になって政府が神社を国家神道にする過程で、この『浅間神社』は『産田神社』

に吸収統合されてしまいました。 
 その浅間神社が移転した跡地に有馬小学校を作ったのですが、神社の跡地なので神

域の森の中心部だけは切り払わずに残したようです。 

 
 戦後の一時期はこの森も荒れようとしていたようですが、その存在を大切に思った



地元の有志の力で切り払われることなく、手入れもされるようになったのです。 
 学校の真ん中にこんな木陰がある学校は何処にも無いでしょう。 
 有馬小学校に学んだ子供達の心には気の安らぎがしみこんでゆくと思います。 
 しみこまない連中も居たのは居ましたが… 

 
Tags:熊野市 モノクロ クラシックカメラ   by je2luz | 2006-11-19 12:2 

 

 

 

 

2006 年  11 月  21 日  

熊野の旅 恒例行事  

 先の日曜日、メインストリート・記念通りを使ってイベントがありました。 
 『熊野商工会議所フェスティバル』とか・・・ 
 記念通りの歩道にテント掛けの店舗を並べて、ちょいとした出し物なども用意して

お客を呼ぼうと言うものです。 



 
 このテントは振興会が用意してあるもので一坪はどの小さな物です。組み立て簡単

…だけど狭い…ですね。 
 このテントは毎月ここで行われる『いこらい市』で使われるものです。すぐそばの

倉庫に保管されていて参加者に貸し出されるものです。 
 記念通りで、こうしたイベントをす用意は万端整っています。簡単に設営もできま

す。それに、田舎ですから、ちょいとしたイベントにこのバス通りを通行止めにする

許可が警察からも出ますし、バス会社の三重交通の協力も得られます。利用者からの

文句も出ません。 
 出るわけがありません。普段から滅多に乗る人は居ないのですからね。 

 
 １１月だと言うのに雨降りに当たりました。 
 防災行政無線の定時放送での予告放送で『雨天でも行います…』と放送していたよ

うに決行しましたが… 
 毎月、同じようなメンバーので店があり、お客の方は近所の人しか見込めない状態

ではまさにマンネリ化…それに、雨の追い討ち…お気の毒な状態でした。 
 熊野古道歩きのベストシーズンの日曜日と言うことで、ぽちぽちリュックをしょっ



た方も歩いていましたが、取り立てて、観光客向けにやっているものでも無し… 
 こんな田舎のイベントは『商業振興』などになりようがないところまできています。 
 昔だと木本に来なければ何も買えなかったのですが、今は田舎のおばあちゃんも都

会と同じＮＩＳＳＥＮなどのカタログで気の利いたものも買えます。 
 痛い足を引きずって、近所の人に頼んだり、買い物より高い金を出してバスに乗っ

てまで木本に出てくることも無くなったのです。 
 身内の娯楽と言うには中途半端に頑張っちゃってるし…６０歳を越えた店主さん

も協力して… 
 田舎の人なら分かるでしょうね…この光景  
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